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　令和元年の台風 19 号では、阿武隈川が増水し、滝川へ逆流

する背水現象が発生し、甚大な浸水被害が発生。

　福島県では、欠下橋から上流 1,140m までの区間において、

令和 2年度から阿武隈川の堤防と同じ高さにする河川改修工事

（堤防の嵩上げ、護岸および樋管の整備など）を着手し、令和

6 年度に完了。これにより、洪水時における浸水被害が軽減さ

れました。

　滝川合流部から県道 320 号（五十

沢国見線）までの 750m の区間にお

いて、令和 3年度より滝川の堤防と

同じ高さにする河川改修工事（堤防
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福島県県北建設事務所 事業部砂防課

浸水被害の軽減を目指して

阿武隈川の堤防と同じ高さに整備

背水対策により洪水時の浸水被害を軽減
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　築舘橋付近の 200m 区間において、擁壁により堤防

の嵩上げを令和 2年度から実施し、令和 6年度に完了。

阿武隈川の堤防と同じ高さとなり、河川からの浸水被

害が軽減されました。
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の嵩上げ、橋の架替、護岸

及び樋管の整備など）に着

手。令和 7年度の完了を目

指して進めています。
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